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肺結核を対象とする肺手術にbける

輸血，輸液投与の日本の現況

ー問 凪~彦;

(北海道大学結核研究所化学部〕

後町登美男

(国立北海道創作一療養所〕

関口昭平北村義二郎竹内秀小栗喬原因好康

(北海道大学結核研究所化学部〉

(fJti布133年 7月31白交付)

緒 言
去ったと忠われる 2~3 週後に行われる第二次，更に肺

菜切除後 2~3 週に行われる補正成形では侵襲が異る。

近年外科領域におし、て化学療法，手術手技の進歩並 これらに対して何らかの考慮がなされているか否かを検

びに術前術後療法として輸血，輸液投与の研究改善によ 討した。

り，手術適応範囲の拡まったことは衆知のところであ 1) 術前輸血並びに輸液について

る。 イ〉輸血，輸液施行の有無は表 1に示す如く，各術

しかしながら肺結核を対象とする肺手術におし、て 式とも輸血，輸液の両者を雅行しない場合が約半数を占

は，輸血，輸液投与条件の一定を見ず，それが確立は緊 め，次いで輸液のみ施行する場合となる。

急且つ重要なる研究課題のーっとされている。

私達もその数年来肺結核に対する肺手術を対象と 表 1 術面J輸血，輸液施行の有無

し，輸血，輸液の量的，質的条件確立のため研究をすす

めているが，今回はその一環として，現在我が国におい

て施行されている輸血，輸液投与の動向を知らんとし，

全国の病院，結核療養所にそのアンケートを求めた。そ

の結果を報告する。

調査対象並びに調査成績

1.調査対象

肺結核に対する肺手術を実施している全国の病院，

療養所約250施設中アンケートに対し回答のあった 150

施設を対象として調査した。

11.調査成績

本成績を手術術式別並びに地域別の二つの方向より

検討した。

A) 手術術式別よリみた成績

肺結核に対する手術と云うも，H~j 切除仰と胸}JJ<;:Wi で

はおのずからその侵襲度は異り，又肺切除でも肺葉切除

と区域切除では異るし，胸成術でも第一次と手術侵襲の

輸 血 + 十
言十

輸 計主 + ←「

肺葉切除 22 15 64 147 

区域切除 21 12 68 144 

第一次胸成 18 9 50 73 間

停二次胸成 I 14 5 51 80 150 

紹正成形 I 13 8 49 79 14 

ロ〉輸血日数並びに量は表2に示す如く，各術式と

も術当日乃至 1 目前が大半を占め，量的には 200~400 cc 

( 1日量)が多い。

ハ〕輸液量並びに日数は表3に示す如く，各術式と

も量的に 500~1000 ccく1日量〉が大半を占め，日数で

は術当日が大半を占めてし、る。

ニ〉輸液の植類は表4に示す立11く，各術式ともリン

ゲル， 5'?~ グルコーゼのlì:í.ð':bWびにこの両者の等量混合

使用が多し、。
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表 2 符前輸血円数並びに量

J 当日 1 1目前 2目前|3日前|

肺葉切!な 14 14 4 5 

区域切除
I
13 
I 
12 5 

~~I 

|ごl三200三???400~~100' 

37 I 5 I 22 9 

33 
I 
1 13 15 4 3 

九三・次胸成 10 11 6 

信二次胸成 9 6 4 

縮 E 成形 11 7 3 

27 7 15 4 

19 7 6 3 

21 11 4 5 

表 3 術前輪 :lt量並びに日数

l 
ccl~100011000~| 

~5001 

肺葉切除 31 32 画、J
一
円
/

当日 1目前 2目前 3日記J

68 53 14 

64 
I 
49 13! 2 

51 : 16 
-1-1 

52 13 
I 

62 50 
I 
12 

区域切除

九月:‘次胸成

佑二次胸成

ハリ弓‘u何
/
フ“

締 E 成形
l

37 27 4 68 

32 ! 27 I 6 
I 
65 

26 1 29 
i 7 

表 4 術前輪;夜の手重類

l
リンゲ

I 5~~ 5?6グルコーゼl 寸 寸マ 仰
グノしコ..'E食その他 十 |等量|異量 Tlli 

l ーゼ リンゲル 1 'Tt" ~I 7'"'<;"~の複合

肺門 r;Íi~ 20 3 15 11 

-1 
41~__!___ 68 

区域切除 23 19 3 14 
i 
10 4 4 64 

16 4 2 

8

5

一

2

〆
O

〆
O

一

〆

O

tf;.._~次胸成 32 

第二次胸成 29 

術 E成形 25

16 3 

20 3 

ホ〉輸液投与方法は表 5，こノ'jC;す立11く，皮下注射が多 イ〉輸血，輸液施行の有無、は表6に示す虫11く，各術

式とも輸血，輸液の両者を施行するか又は輸血のみを施し、。
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表 6 術中輸血輸液描行の有無

輸血+ +ー l 一
一 ー計
輪;復+ー+ー

肺葉切除 95 52 147 

両日 1--;--55ー-| |一一一J
生存二次胸成

布日正成形

3 10 

11 

十次郎』成 61 67 21 山
修二次胸成 57 63 3 27 150 

2) 術中輸血並びに輸液について
補正成形 '72 56 日ツ
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行する場合が大半で，胸成群では両者を施行しないのも

見られる。

ロ〉輸血量は表7に示す如く，切除群では出血量以

61 

上が多くをしめ，出血量+20 ~ 50~'; 投与する場合が

大半を占め，胸成群では出血量と同量投与するのが多

L 、。

表 7 術中輸血量

了 一一丁一
出血量潤血量|出血量 十 i + I + + +日ん+ + 十 + 十 |ーi 冊
以下旧同量i以上 20~'; i 30~'; I 50~'; I 70~;:; 100μ|山り子。 100cc200cc 300cc側 ω500cc

1
中間

「吋 ，9:.1 ..--，，>....L... ~v/ ..， I vv/.... I vV/'" ! I V/V'  ....vv/V'  I以上

品一葉て由民 ;~I-ム 110子ヲ了 20 ，29!-3-- 8 一| 1 11J|-71-L -71 2 
区域切除i 2 1 34 I 108 I 30 17 31 I 5 5 4 : 9 I I 4 2 I 1 

第一次胸成 ~1_52J__70_ 23_!2__! _~J 2 7 2 1 1_1 
第二次胸成 6 I 49 i 65. 25 i 10 16 I 1 3 1 i 5 ! 1 I 2 

補正成形 4 59 65 21 16 15 5 I 2 

ハ〉保存血使用の有無は表8に示す如く，各術式と

も保存血使用が圧倒的である。

表 8 術中保存血使用の有無

|肺葉[区域|策一次l第二次|補E
切除|切除 l胸成l胸成成形

保存血 I 146 141 121 113 I 124 

5一戸7J1 61j 3 
保存+新鮮血| 「-j|-71 1 1 
ニ〉輸液量は表9に示す如く， 500~1000 ccが大半

を占め，胸成群では量的にやや少い傾向がみられる。

表 9術中翰 i夜量

cc cc cc cc 
! ~500 1~1000i~1500'~2000 計

肺葉切除 56 26 i 11 2 95 

区域切除 56 24 I 8 89 

第一一次胸成

第二次胸成

42 15 5 62 

12 ! 60 47 

補正成形 i 54 17 3 74 

ホ〉輸液の種類は表 10に示す如く， 5~6 グノレコー

ゼが圧倒的に多く，次し、で生理的食塩水の多し、のが注目

表 10術中輸液の母類

5ア6グイレ(リンゲノ/.-5:?~ グル 1 15μ グル1
S~b グル A グリコア|コーセ 十 l コーゼ 7_ fl"'.1rJ. Iコーゼ l|生食 lリンケノレ !..，LO 11-'-1'1 ::-1 -'".L -~ Iその他..L等量|臭量

| ルギン+ポリタミ+ l' --.= ! 十 !-.-r __1 
生食 i ン ラーメル Iリンゲル

片言-!lU1u<三副|干 ι___1_1三日二二i三二7 I三二|二干
区域切除 55 15 3 7 2 5 2 3 

第一次胸成 41 7 I 3 2 7 2 5 

竺/J{II]~ i 42 7 2 3 '__1_1_1_3~-'_3_ _~ 
補正成形 48 10 4 4 2 5 3 2 

される。混合投与では 5:?c;グルコーゼ十生食，5:?bグ

ルコーゼ十リンゲ?ルが比較的多い。

3) 術後輪Ifrr.並びに輸液について

イ〉輸血，輸液施行の有無は表 11に示す如く，切

除群では輸血，輸液の両者を施行する場合が圧倒的に多

く，胸成群では両者を施行する外，輸液のみを施行する

傾向がみられる。

ロ〉輸血日数並びに:量は表 12に示す!mく，切除mー
では術当日のみが圧倒的に多く，胸成群では術当日より

翌日の 2日間に亘って行う傾向がみられ，量的には切除
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表 11 術後輪血輸淡泊行の有無

輸血ト+ + 
一一一一一一一 一 一ー一一一 1--- 計

輸 液+ + 

肺葉切除 114 33 147 

区域切除 111 33 144 

会二五~JJX-1 73 ム一一一 39--r 23 - -1--- 150 

第二次胸成 63 13 48 26 150 

補正面 58 r----15--- --52--1 24 … 
表 12術後輸血日数並びに量

寸ム
吸引と! + ! + 十 l 

1日 12IJiHl4日 吉十 | l l 
以上 |同宣 200cc1400cc I 600cc 以上

肺葉切除 105I 18 18 6 147 99 6 I 16 I 14 12 

区域切除 102 i 19 ! 16 7 凶 96 3 13 22 12 

cc cc cc cc 
~200 ~400 ~600 600以上

保一次胸成 38 35 12 3 88!  20 付 17 7 

第二次胸成 I 45 21 I 8 I 2 76 34 28 13 

~!lì而 38 一片l-773-l15 35|瓦 τ

若手では吸引量と同量投与する場合が最も多く，胸成fii'で

は 200~400cc投与するのが多し、。

表 13 術後保存血使用の有無

ハ〕保存血使用の有無は表 13に示す刻|く，各術式

とも保存血が圧倒的に多し、。

ニ〉輸液量並びに日数は表 14に示す立Ilく，各術式

とも量的には一定せず，日数では 1~3 日が多い。

肺葉;区域 l第一次|第二次補正
挫;坦坦成|胸成成形

保存血 140' 141 I 82 I 73 71 

新鮮血 6 3 5 3 

保存+新鮮血

表 14 術後輸液量並びに日数

ホ〉輸液の種類は表 15に示す如く ，S?bグルコー

ゼ単独， 5ラ4クルコーゼ+リンゲデル，次いでリンゲル単

独が多い。



63 

S~~ 
+グ
リノし ; 

ンコ

l ゲ l
ノLゼ|量 l 量

33 24 9 

33 I 22 I 11 

類

7-

の

活

十59G 59b -+リ十百9b 5;?b 
ポグ lノし+ク ポンポ+ク+十夕、

リノレ;ギクノしl リゲ l リリノし生リノし

タコ(ンリコ タノレ lタンコ食ンコ

ミコ 1，ミ ミゲ l ゲ 1
f也

ンゼ アゼ

336  2 
2 242 7 
7 5 3 3 33 
8 5 3 2 3 27 
5 1 i 5 29 

呉等

ιコ;次輸後術

ピ
バ
グ
ル
コ

1
ゼ

5
+生
食

59b 
ク生り

l ノレ ー〆

lコ ゲ

-!i'食し

肺葉切除 I37 1 I 17 10 

区域切除 I 39 2 I 13 7' 

f叩竺型 4 15 : 
第二次胸成 35 6 20 I 

1m一成虫 381-3 日l

表15

9 

国を合む)，九州、lの6地域に分け検討した。

1) 術前輸血並びに輸液について

イ〕輸血，輸液施行の有無は表16に示す立1Iく，両
手術におし、て北海道，関東にては輸血，輸液の両者を施

行しない場合が多く，近畿以南では輸液のみ施行する場

合も多い。

ロ〉輸血日数並びに量は表17に示す立iIく，両手術

B) 地域別よリみた成績

例えば北海道は北海道大学，東北は東北大学と立と

う様に地域によって手術を施行する医師の出身学校が具

り，それによって輸血，輸液方法について地域的差異が

あるのではないかと，切除群より肺葉切除，胸成群より

第一次胸成術を選び，この両者について北海道，東北，

関東(信越を含む)，近畿(北陸，東海を含む)，中国(四

胸

+ 1 + 

十|一十 l

3 i 2 2 11 18 
ι| ユユ 15
2 ! 3 7 24 I 36 
7 1 2 11 17 37 
13-1-61 ムー

し川 F

言十

成次

表16術前輸血輸液施行の有無
肺葉切除 第

輸血+十

輸液+I一+

~1:戸 i 4 I 4 11 

東北 I 6 I 5 3 i 14 
関東 I3 1 6 i 6 21 36 
近畿 7I 3 12 13: 35 
rjJ tE汀|子山 4 20 

九州 611 18 2 

20 

表17術前輸血日数並びに量
|当日 jL 日JFF( 言fJdl~話~出ぷ 当日lrjl日lrl計 141~話1~お|に

肺11THIL-ιlij!7巳信型)」三川三_1121三|
TJ114lJ:lll ?1j|1l 1113i1lu if-J-Il--hll 

干竺;!5l，J1l1j2r2lillhU5l，i iji31j l1l2 
ιl71「(-!: rlk-J J1-H i一二卜引-lJl-i-l
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において地域的差をみない。

ハ〉輸液日数並びに量は表 18に示す如く，両手術

において地域的差をみない。

表 18 術前輪;復日数並びに量

肺葉切除 去与 次胸成
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ニ〉輸液の種類は表 19に示す如く，両手術におい

て近畿のリンゲル使用が多い。

2) 術中輸血並びに輸液について

イ〕輸出1，輸液施行の有無は表 20に示す立11く，両

手術とも近畿において，輸血のみを施行する場合が多
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表 20術中輸淡泊行の有無

l輸血+ + 一|一 fit + -1 十 -l 
一一一 一「一 l 計 li l-一つ一つ |計

(輸液 + 十十 l 一 I + 

I-;;t一日17|7i- - 20-- j F1 -i-J J 7 
柿11I|三三二ーに 1，子|引三三二|二三二
葉|関東 25 11 36 1 20 13 ， 3 36 
----------，-- ー| 次 1--i一一一 一
切|近畿 15 I 20 35 .，，~ I 9 23 5 37 
|胸|

除 1 rj' 五 14 6 20 成 1 8 8 4 20 

|九州 i 13 5 18 5 8 6 19 



65 

ロ〉輸血量は表21に示す如く，北海道において，
両手術とも出血量と同量投与する場合が比較的多く.輸

血を制mしようとする傾向がみられる。

ハ〉輸液量並びに種類は表22に示す如く，切除で
は閲J:l[l呉市におし、て，輸液量が少い。又絢成では地域差

をみない。-万種類では北海道，関J:lnこおし、て，5~.b グ

表 2狙1術巾輸血量

!γ目「門問一咋官T号開廿RF丹血守霊計町1町t?(些3ん 5ぷふ釦配砂4ん州則←jリパ川1，ヤ一7忌!山些04ふん1Lらい?マイそ;;1庇iら4らち 2占ふcイJ一イ[
|北海道 一一|5|3|2l | | 
葉!?l9h||lJ L¥:Jfli1-
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ルコーゼ使用の傾向が大である。

3) 術後輸血1fr:ぴに輸液につし、て

イ〉輸血，輸液施行の有，慨は表 23に示す如く， JC[ 

殺において，切除では輸血のみ，胸成では輸液のみ施行

する場合が多く，術式により輸血，輸液の使用を区別し

ているの

表 23 術後輸血，輸液治行の有無
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ロ〉輸血日数並びに量は表 24に示す如く，切除で

は地域的差をみないが，胸成では北海道の他地域に比し，

北海道 12 

肺|束 ~Iニ

葉 l 関 東 i 25 

切J5: 畿 26 

施行日数が長し、。一方量的には両手術とも地域的差をみ

ない。

20 10 3 5 

11 1 1 1 

25 I 7 3 i 1 

27 4 4 

12 I 5 2 20 13 2 そ|2
16 1 18 2 

cc cc cc cc 
~200 ~400 ~600 600以上

除中国

:iL州

ハ〉輸液日数並びに量は表 25に示す如く，両手術

とも北海道におし、て，術後3日間施行する場合が大半を

占め，他地域の 1~2 日に比し，特異的と考えられるι

一方量的には地域的差をみない。

ニ〕輸液の種類は表 26に示す如く，両手術とも北

海道の 5~;; グノレコーゼ，東北，関東，中国の 5 5!b グル



表 25術後輸液日数並びに量
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表 26術後輪;夜の縄類

肺葉切除
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ノレ ン 生ル リノし b 一J 色首t ノレ

ゲ 食コンコ

I 食A レ 1 ゲ"1 他食
|ゼ l ゼノレゼ ゼ

北海道 9 3 3 2 17 7 

一平一北 |一一3 7 12 6 

関東 13 2 3 8 2 29 9 

近畿 4 ~ 4 2 4 15 5 

中国 5 I 3 6 2 17 I! 6 

九州、 4 4 2 2 13 4 
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胸liE 空!?l-1-11jil--711?-151
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総括

肺結核を対象として，その肺手術を実施している日

本全国の病院，療養所中アンケートに対し，解答のあっ

た 150施設を対象とし，輸血，輸液施行の現状を手術術

式並びに地域別の二つの方向より検討した。

1) 手術術式よりみた場合

イ〉術前にては，各術式とも輸血，輸液ともに施行

第一次胸成

5:;五 5予五
1+夕、 +グそ

ン !生ノし リ戸 ノレ (/コ
言十

ゲ 食コ ンコ i 

ゲ 1 他 lノレ 1 
一日 ノしそ三

2 2 2 14 

コーゼ十リンゲルの混合投与が特異的であり，一方胸足立

において，近畿のリンゲル単独使用が注目される。

6 13 

2 8 3 25 

2 7 2 i 25 

7 17 

14 

しない場合がアンケートの半数を占め，輸血は術当日乃

至 1 日前に 1 日量 200~400cc 施行する場合が多い。一

方輸液はリンケ、ル，5~b グルコーゼ並びに両者の等量混

合使用が多く.量的に 1 日量 500~1000ccを術当日施

行するのが大半を占めている。

ロ〕術中にては，各術式とも輸血，輸液の両者を施

行するか，又は輸血のみを施行する場合が大半を占めて

いる。輸血に関しては，切除群では出血量を上廻る 20~

50;?bを，胸成群では出血量と同量を大部分保存血にて

投与する。一方輸液に関しては，単独では 5F4グルコー
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ゼ，生理的食I盆水を，混合では5μ グルコーゼ+生理的 い輸血のみを施行する場合が多い。輸血の量的につい

食温水並びにリンゲノL の使用が多く，量的には 500~ て，北海道は輸血量を制限しようとする傾向を有する。

1000 ccである。 一')j輸iikの量的について，切除に際し関東以lおは関東以

ハ〉術後にては，切除併では輸血，輸液の両者を施 北に比し少く， fiJt旬lこ関点の 5μ グルコーゼ単独使用が

行するが，胸成畔では外に輸j伎のみを施行する傾向がみ 著iリjである。

られる。輸血に関しては，切除鮮では術当日吸引量と同 ノウ術後にては，近畿の切除に際して輸血のみ，胸

量を，胸成群では 1 日量 200~400ccを術当日より翌日 成に際し輸液のみを施行し，術式により区別してし、るの

の2日間に亘って行う傾向がみられる。一方輸液に関し がみられる。輸血白数については，北海道のみが他地域

ては， 59;;グルコーゼ並びにリンゲルの単独使用，及び に比し，多少長い傾向を有している。一方輸液日数にっ

この両者の混合使用が多く， 1~3 日にRって行われる。 いて，北海道は他地域より長し、。輸液の質的について，

2) 地域別よりみた場合 北海道の 5μ グルコーゼ，東北，関東，中国の 59;;グ

イ〉術前にては，切除並びに胸成に際し，北海道， ルコーゼ+リンゲル，胸成に除し，近畿のリンゲル使用

関東において，輸血，輸液の両者を施行しない場合が多 は特異的と考えられる。

く，近畿以南においては，輸液のみを施行する場合が多

い。輸血，輪j夜の施行日数並びに量的には地域的差はみ 本アンケートを実施するに際し，貴重なる御回答

られず，輸液の質的に近畿のリンゲル使用が著明であ を下さった各病院，療養所に対して深謝の意を表す

る。 る次第です。

ロ〉術中にては，切除並びに胸成に際し，近畿にお


	10011015.tif
	10011016.tif
	10011017.tif
	10011018.tif
	10011019.tif
	10011020.tif
	10011021.tif
	10011022.tif
	10011023.tif
	10011024.tif

